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第 16回

全日本実業団バドミントン選手権大会
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オた 拶

日本バドミントン協会会長

本  田   弘 敏

新緑滴る6月 、秩父宮妃殿下賜杯第16回全日本実業団′ヾドミントン選手権大会

を大阪市において開催されるにあたり、一言お祝いの言葉を申し上げる機会を得

ましたことは、私のもっとも喜びとするところであります。

さて本協会も、過ぐるЮ

“

年第 6回男子世界選手権大会を東京において開催して、世界の 5強に入り、その驚

異的な躍進ぶりを示し、それにより国際交流の度が激しくなりました。私は昨年この大会において、近い将来に

世界が驚嘆するような好成績をあげることができるであろうとこ挨拶申し上げましたが、それを立証す
るかのよ

うに本年早々全英選手権大会の男子単の部に参加、準優勝を獲得し、さきほどの女子世界選手権大会では初
めて

女子選手が参加して世界の強豪を相手に勝ち進み、決勝で‐―バ杯保持国のアメリカを破って見事優勝の栄冠に

輝いたのも記憶に新しいところであります。丁度その時機に、「1本の第一線である選手諸君が一堂に会して、日

頃練磨された技量を十三分に発揮され、本大会の名にふさわしい成果をあげられるよう切望してやみません。

終りに木大会準備のため、こ尽力を賜わりました関係各位に厚くお礼中し上げます。

オチこ

口木 1(業団′ヽFミ ン 1・ ン適盟会長

米  沢     滋

第十六口全日本実業団バドミントン選手権大会が日本の大商業部市であります大

阪市において開催されますことは議に意義深く、連盟発展のためにもこのうえな

い慶びと存ずる次第であります。

一昨年、男子世界バドミントン選手構大会が東京において開催されましたことに引続き、本年は女子世界
′ヽド

ミントン選手権大会 (ユーバ杯)に、わが国として初の参加にもかかわらず、初優勝とゆう立派な成績を収めま

したことは、日本′ヽドミントン界が、世界の檜舞台にその活躍第一歩をしろすと共に、広く世界にその実力をi認

められたことと存しております。

このような時期にあたり、職場に基盤を持ち、生活と結んだバドミントン実業国の使命は、益々その重要性を

加えております。

本大会参加の選手諸君におかれては、日頃の実力を十分発揮され、練磨の技を存分に競われんことを祈って止

みません。

なお、全国から多数の優秀な選手諸君の参加をうることが出来ましたことは、ひとえに地元の皆様をはじめ関

係各位のこ尽力のたまものと、深く感謝中し上げる次第であります。

おわりに、本大会が日本のパドミントン競技の発展と、スポーツを通しての各市業団体相互の親睦に役立つこ

とができれば、幸甚と存ずるものであります。
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挨 拶

大阪バドミン 1ヽ ン協会会長

石  渡    俊  ―

秩父富妃賜杯第16回全日本実業団バドミントン選手権大会が、当大阪市におい

て、全国各地より多数の実業団チームの精鋭をお迎えし、盛大かつ充実した大会

が開催されますことは、一重に皆様のこ協力の場と厚くお礼申し上げます。

本年はユーバ杯も無事終了し、わが日本代表選手も優勝という立派な成積を収めましたことは、日本バドミン

トン界の今後の発展から考えましてまことによろこばしい限りと存します。

その感激も末だ新しい時に、再び皆様の英姿に接し、その立派なプレイを目のあたりにいたし得ますことは、

地元協会としまして心から喜びに耐えません。なにとぞ本大会を機会に、今後における日本のノヽドミントンの一

層の躍進と、向上を期待いたすとともに、各会社、事業所の親睦を更に深められますようお祈り中し上tス こ挨

拶といたします。

挨 拶

大阪府実業団バドミントン連盟会長

横  井    元 ユ、

「
)

秩父富妃賜杯、労働大臣杯第16回今日本実業団′ヽドミントン選手権大会を、当

大阪市て開催される運びとなり、本11こ こに遠く北は北海道より南は九州に至る

各都道府県より∞団体αЮ名におよぶ、 選「 諸■の英姿に接する機会を得ました
ことは誠に欣快に堪えません。衷心よりこ歓迎申し上げます。

どうか、本日より5日 間、日頃鍛えに鍛えられました技量を遺憾なく発揮され、正々堂々政斗されんことをお

祈り申し上げます。

なお、本大会の準備その他について不行日の点が多々あることと存しますが、われわれの議意と熱意をご欝酌

下さいまして、本大会を有意義に終了致したく、絶大なるこ協力のほどをお願いいたします。

終りに臨みまして本大会開催にあたり、多人のご協カ ドさいました関係各位に対し、深甚なる感謝の意を表し

ましてこ挨拶と致します。
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フ

歓 迎 の こ と ば

第16回全日本実業団バドミントン選手権大会が、ここ難波の地大阪において開

催されるにあたり、府民とともに心から歓迎の言葉を申し上げます。

最近本府のスポーツ界はめざましい躍進を遂げてまいりましたが、その中で、バ

ドミントン競技は近年とくに各職場において普及し、その競技人日も遂次増加の

一途を辿っておりますことは、まことに心強い限りであります。

この時にあたり、全国最高の水準をいく選手諸氏多数をお迎えできますことは、本府のスポーツ振興に大きく

貢献するものと、衷心より喜びにたえない次第であります。

どうか日頃練磨されました力を遺憾なく発揮され、敗れても悔のない立派な成果を期待するものであります。

終りに臨み選手諸アIの善戦健斗を心からお祈りして、歓迎のことばといたします。

馬 馨

大 阪 府 知 事  左  藤  義  詮

大 阪 市 長

拶

　

中

ハ
人
手
‘

秩父官妃場杯第16回全日本実業団バドミントン選手権大会が、ここ大阪市にお

いて開催されますことは、主催地の市長としてこのうえない喜ぴであります。

′ヽドミントンは老若男女を問わず、家庭に職場に最適のスポーツであると言わ

れますが、熱練するためには、やはりきびしい修練が要求されますし、スポーツ

マンであるためには、技術とともに立派な人格を液備した人でなければならないと思います。

本日全国から来販されたみなさんは、身心ともにすく
・れたスボーツマンであり、またそれぞれの職域でのリー

ドマン、リードウーマンであると確信し、心から歓迎いたします。

なにとぞ正々堂々と力と技を競うとともに、相互理解をも深め、躍進日本の原動力となられるよう心から切望

します。

終りに、気候不願の折から健康には十分御留意下さいますようお祈りして、御挨拶といたします。
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日本実業団 ′ヽ ドミン トン連盟会長
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大 会 委 員 長

大会副委員長

員

五十嵐正信

塩川I  甫

横井 初夫

保坂 俊一

北中  勇

[:rヽ′  イ言イ子

委 員  岸 田
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委 員  三 島

委 員  森

委 :l 帖 地
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宏  二
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徹

イ「一

典一

政行

市島智二郎

「I倉 1■治

麻生 了介

」(来  敏夫

小川 雄三

総 務 委 員 長

総務副委員長

大坂府実業団パドミントン連 盟理 '「 長

日本 実業団バドミントン連盟常務理事

人坂府爽光団バドミントン連盟膚任理事

主 任  り■   研 一

主 任  宝 来 敏 夫

主 任  小 川1 正 夫

主 任  牧 志 倫 夫

主 任  松 浪 鋭四郎

主 任  奥田    i裕

主 任  松 山 昌 子

中 村 外 科 医 院

池

　

並

　

溺

会 :十  係

式 典  係

宿 舎  係

報  道 係

会 場  係

受付・接′、多係

プラカード係

救 護 係

幸

円1

傭

満

洋

雄

光 。片 111修

樹・藤 井 靖

子・久保田 和

）に

雄

　

代

9

穐山 正雄

斉藤健太郎

毛利 清志

飯野 康央

松浪鋭四郎

東原 暉泰



競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

相

杉

矢

伊

金

堀

競 技 役 員

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 常 務 理 事

日本 実業 団バ ドミン トン連 盟常 務理 事

大 阪府 実業 団バドミントン連 盟常 任 理 事

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 常 務 理 事

日本 実業団 バ ドミン トン連 盟常 務理事

大 阪府 実業 団′ヽ ドミン トン連 盟常 任 理 事

場  清  一

山  健  治

田  直  宏

藤  基  記

子  幸  男

口  元  生

田 憲 一

萩 原 孝 章

審   半」  長

H」 審  半」 長

審   判   11 1つ ― ト

2」 ― ト

3コ ー ト

4コ ー ト

5コ ー ト

甲 兵

一 男

憲 一

惇

昭 憲

久 幸

強 一

昇

由 枝

弘 美

富 夫

孝 次

輝 彦

哲 治

栄 子

副主任

小 倉

米 山

副主任

竹 山

風 井

副主任

山 口

天川谷

副主任

有 馬

山 田

主

主

主

主

主

任

任

任

任

任

I●

藤

川

関

岡

生

光

湊

横

徳

永

本

田

田

村

合

崎

水

岡

崎

谷

山

田

木

田

美

子

岡

繁

光

難
井
内

副
　
岩
　
竹

武 村 守 城

敏 治 松 村 祥 三

栄 美

南   英 昭

重 夫 土 方 智 之

世紀子

塩 見   博

博 己 佐喜真 幸 治

忠 男

内 田   栄

英 之 小 田 兼 二

伸 子

中 司 正 昭

謙 次 河 淵 宏 充

由美子

江   賦 春

賢 司 大 門 与志路

喜代子

西 端 義 昭

育 彦  中 り|1   昭

知 子

城 本 棟 正

貞 一 甲 良 洋 一

佳 万

F

6コ ー l・  」
`任

7コ ー |ヽ   :l: 任

8コ ート 主 任

9コ ート 主 任

任
　
山
　
角

主副

杉
　
大

伸

郎
　
子

吉
　
芳

宏

尾

　

　

淵

中
　
乾
　
出

下 古

太 田

竹 内

当 仲

西 本

家 保

下 浜

三 好

西 脇

勝 昭

肇

俊 子

道

建次郎

時 子

勝 吉

英 樹

弘

副主任

三 上

古 木

副主任

山 野

川真由

副主任

古 河

岡 田

- 10-

,



競 技 役 員

審   判   員

,E  行   係

記   ,1  係

r l. ,!, t{

lof - l- I E

llf - I. jl: tr

121-t i E

副主任  」ヒ 村   健

石 川 雅 志 安 部 英 明

大 塩 淳 一

副主任  彦 At 守 茂

堰 本 吉 平 末 広 秀 樹

柴 山 好 宏

副主任  松 森 海 二

山 口 正 春  伊勢田 善 田

原   忠 章

副主任  松 浪 鋭四郎

野 義 則   木 割 博 美

本 順 子

副主任  梅 谷   保

田 健 次

主  任

進行委員

放送委員

主  任

記録委員

掲示委員

武 彦

八 朗

直 樹

淳

暁 平

柾 行

順 進

睦 生

豆

佐

イヒ

|■

中 川

福 田

木 原

吉 岡

広 海

野 村

中 津

加 藤

伊 藤

雄 三

敏 夫

都

」ヽ  り||

」ヽ  †本

信 田

一　

久
　
男

義

隼

和

田
　
田

北

清

津

任
　
員

主

委

大 橋 誠 治

古 旧  茂 安 村 弘 」4

大
ノゝ
7ヽ の 注 意

1、 選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者は進行係に到着した旨連絡下さい。

2、 コートおよび時間を変更する場合がありますので場内放送に注意して下さい。

3、 会場内は禁煙です。喫煙は指定の場所でして下さい。

4、 競技区域内には競技者および役員以外は立入らないて下さい。

5、 各自の持物についてはチーム (個人)で責任をもって管理して下さい。

― ll―
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″
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∞
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団 体 男 子

1 トヨタ 自 動 車 工 業
2敦 賀 市 役 所

3岩 崎 通 信 機

4 小松製作所粟津工場
5 丸善 石油松山製油所
6三  井  造  船
7松 下 電 子 工 業
8+条 製 紙 伏 木 工 場
9陸 上 自 衛 隊 仙 台
10 神  戸  ]:  業
11河 崎 ラ ケ ッ トェ 業
12豊  田  工  機
13日 立 製 作 所 戸 塚

14東 亜 燃 料 工 業

15三 菱重工業長崎造船所
16日  本  鋼  管
17ダ ィ キ ン エ 薬
18日 立製作所水戸工場

19島  津 製 作 所

"豊
田 自動織機製作所

21 富士重工 業群馬製作所

2東  京  都  庁
23大 日 日 本 電 線
2日 田 市 役 所

%■御1路 市 役 所

お 沖 電 気 工 業

η 秋 田 県 庁

郎 住友化学工業新居浜

"福
 井  銀  行

∞ 横 浜 市 役 所

31電 電 大 阪

う4 う6

札 幌 鉄 道 管 理 局

京  都  機  械
住 友 化 学 工 業菊木

名 古 屋 市 役 所
三 菱電機伊 丹製作所

日 立 造 船 因 鳥工 場

北 辰 電 機 製 作 所

国  際  電1 電

石 川 島 播 磨 重工 業

三菱重工業横浜造船所

福 井  市 役  所
サッポロピール川口工場

西 日 本 相 互 銀 行

山 陽 パ ル  プ

甲 府 市 役 所

岡 山 市 役 P'

捧  製 作 所

三菱重工業京都製作所

名 古  屋 鉄  ri

丸 紅 飯 田

三菱電機長崎製作所

丸善石油下 津製油所

日  研  化  学

神 戸 製 鋼 尼 崎工場

キ ッコー マ ン 曽 油

高 松  市  役 所

」I   形   銀   行

日 立 造 船 大 阪地区

東 芝 中 央 研 究 所

電  電  東  京

(愛 知)

(福 井)

(東 京)

(石 川)

(愛 援)

(岡  山)

(大 阪)

(富 山)

(官 城)

(兵 庫)

(東 京)

(愛 知)

(神奈川)

(和歌山)

(長 崎)

(神奈川)

(大 阪)

(茨 城)

(京 都)

(愛 知)

(群 馬)

(東 京)

(兵 庫)

(大 分)

(北海道)

(東 京)

(秋 田)

(愛 緩)

(福 井)

(神奈川)

(大 阪)

う8 5(,
61

(」ヒ海道) 32

(京 都)33

(愛 媛)3`

(愛 知)35

(兵 庫)“

(広 島)37

(東 京)33

(大 阪)39

(東 京)“

(神奈川)41

(福 井)42

(埼 玉)43

(福 岡)44

(“ I 口)45

(山  梨)`β

(岡  111) 47

(新 漏)48

(京 都)49

(愛 知)"

(大 阪)51

(長 崎)5
2

(和歌山)53

(埼 玉)54

(兵 庫)55

(千 葉)“

(香 川)"

(山 形)“

(大 阪)"

(神奈川)∞

(東 京)6:

30 36
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45

16

32
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4
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女

1 高 松 琴平 電 気 鉄 道 (香 川)

2昭 和 硝 子 工 業 (新 潟)

体団子

3山 形 銀 行 (山 形) 13

,

6

電 電 東 京 (東 ,1)11

9

豊 田 自動織機製作所 (愛 知)12

3

15 三 菱電機長崎製作″i(長 崎)13

丸 紅 飯 田 (大 阪)14

10

日本コロムビア川崎工場 (神奈川)15

大 丸 東 京 店 (東 京)16

4福 井 銀 行 (福 井)

5 三菱電機伊′1製 作所 (兵 IIド )

6名 古 屋 鉄 道 (愛 知)

7

決

17 18
20

||

7 三 菱重工業横浜造船所 (神奈川)

8電 電 大 阪 (大 阪) 14

2

9 イi川 島 播 磨 重工 業 (東 京)

西 日 本 相 互 銀 行 (福 岡)17

16 百 十 四 銀 行 (香 川)18

4

松 下 電 子 ェ 業 (大 阪)19

10東  邦  レ ス (埼 玉)

8

-17-

12

トヨタ自 動 車 工 業 (愛 知)"

―
決

[

「
両¬

| |



1岡 崎・遠 藤 (甲 府 市 役 所)

12 三 宅 りこ 重 (西 |1本 II互銀行)

13中 山・山 本 (北 辰 電 機)

14福 田・小 谷 (丸 紅 飯 出)

15高 木・梶 谷 (福 井 銀 行)

16松 岡・田 中 (出 松 市 役 所)

般 男 子 (複)そ の 1

16

鈴 木 。本 橋 (電 電 東 京)18

f

口 村・中 国 (倉 庫 精 練)19

|IF橋・中 瀬 (岩 崎 通 信 機)34

2 」ヽ 泉・近 藤 (神 戸製鋼尼崎)

3西 田・橋 本 (釧 路 市 役 所) 40

4 口1 口・西 本 (三 菱重工長崎)

9

5 品 川・木 谷 (電 電 大 阪) う6 う8

6遠 藤・青 木 (日 本 鋼 管)

10

7 り|:上・山 口 (ロ リF 化 学)
41

8.´ 川・小 森 (豊 田 工 機)

||

9 星 野・き勁 ||(電 電 東 京)

68
65

10 中 村・岩 崎 (地 崎 商 事)

12

11 金 田・神 疋 (三 井 造 船)

42

14 船 1■・福 田 (横 浜 市 役 ,,7)"

岩 城・植 出 (川 路 市 役 所)21

山 ド・落 合 (|′ヽ ド 電 子)22

川1 上・水 原 (不  二  越)"

出 原・水 井 (日 立 造船 大阪)2

4'

福 |」・11 野 (11立製作所水戸)あ

19

11` 巣・供津′|(秋  Ll 県 庁)26

堺 ・三 上 (河 崎 ラケ ット)″

20

大 ,IL・ 清 水 (大 国 11本 電線)28
46

井 上・小 側 (山 形 銀 行)29

21 ヽ

渋 井・大 石 (札 幌 鉄 道 局)∞

`■

 11・ 」ヽ 野  (|1  01 化  :じ′:) 31

22

千 葉∵後 藤 (陸上自衛隊仙台)32

47 橋 本・田 中 (電 電 大 阪)“

8

,

17

18

13

57 59

14

15

43

iえ 1券

円

-18-

17長谷川・小 林 (ト ヨタ自動車)
23

3

板 垣・安 沢 (ト ヨタ自動車)" ↑



36 1]1 中・春 武 (日 ||1市 役 所 )

一 般 男 子 (複)そ の 2

24 32

■ 1呼 。||1川 (11■1人 lk)54

古 1■・霧 生 (11立製作所戸塚)58

横 倉・ 菅 (電 電 東 京)"

新 庄 。大 川|(日 立造船 因島)∞

38 小官根・佐 イ白 (1国  際 電 気) 48

39 早 川・西 潟 (日 立製作所水戸)

25

40田 中・平 沢 (札 幌 鉄 道 局) 60 62

41 ′」ヽ 松・藤 井 (岡 1lI市 役 所)
26

42 吉 田・畑 部 (1、 下 電 子)

49

43立 花・古 F,(三 菱電機伊丹)

27

44口 野・森 谷 (電 電 東 京)
66 67

“

大 野 。江 守 (1‐ 条製紙伏木)

28

46 1勾 藤 ¬:i lll(日  7研 化 学)

50

47 村 FI・ 徳 保 (石川島播嘴重ユ1)

29

“

 榎 。工 藤 (電 電 大 販)

49藤 井・斉 藤 (釧 路 ||,役 所) 61 63

30

∞ 比 田・寺 崎 (教 賀 |「 役 所)

松 浪・岡 本 (日 V造 船 大阪)

片 上・中 村 (住 友化学 菊本)55

鈴 木・多 賀 (ト ヨタ自動車)“

新  ,十 ・I11  111 (ili 府 ||, 役 所) 57

37秋 山・大 西 (三 菱 重 ]:京都)
4

)

6

52

53

54

33

34

35

36

'7

;8

平 岩・市 川 (豊 口I工 機)61

今 り「・富 111(サ ンケン電気)“

″:藤・福 ′3(11幌 鉄 道 局)62

佐 藤・秋 1:|(西 日本相互銀行)“

味 蓼・植 |」1(北 辰 電 機)65

柳 谷・村 上 (河 合 楽 器)67

阪 井・山 本 (補 井 市 役 所)“

５‐

　

　

　

５２

/

畑 野・水 川|(神 戸 工 業)69

吉 住・|||「1(111 形 銀 行)Ю,t

∫

円53小 宮・杉 政 (ト ヨ々自動車)

― 19-

31

51 55

39

井 門・‖ 上 (電 電 東 京)71



(ト ヨタ自動車)

(日 ′ヽ製作所水戸)

(敦 賀 市 役 所)

(河 合 楽 器)

(西 |]本格互銀行)

(電 電 東 京)

(十 条製紙伏木)

(京 都 機 械)

(三 菱電工長崎)

(甲 府 市 役 所)

(大 日 日本 電線)

(日 研 化 学)

(電 電 大 阪)

(岡 山 市 役 所)

(日 本 鋼 管)

(釧 路 市 役 所)

(電 電 東 京)

(1ヽ ヨタ自動車)

(日 立造 船 因島)

(山 形 銀 行)

(国  際 電 電)

(札 幌 鉄 道 局)

(北 辰 電 機)

(三 菱電機伊丹)

(十 条製紙伏木)

(地 崎 商 事)

(丸 紅 飯 田)

(秋 田 県 庁)

(三 菱 重 工京都)

(日 立製作所戸塚)

(日 田 市 役 所)

(福 井 市 役 所)

(電 電 東 京)

一 般 男 子 (単)そ の

72 80

10

104 108

73 81

||

120 122

藤 (札 幌 鉄 道 局)34

川 (豊 ロ エ 機)35

川|(日 立製作所水戸)∞

田 (倉 庫 精 練)37

藤 (日  研 イヒ :学)38

木 (電 電 大 阪)∞

藤 (陸上自衛隊仙台)“

花 (二 菱電機伊丹)41

橋 (電 電 東 京)総

野 (十条裂紙名古屋)“

木 (福 井 銀 行)44

野 (三 井 造 船)襲

下 (松 下 電 子)“

政 (ト ヨタ自動車)47

111(西口木相互銀行)48

川 (電 電 大 阪)49

(河 崎 ラケット)∞

藤 (神 戸 製鋼尼崎)51

原 (不  二  越)52

川 (日 立造船 因島)53

原 (日 田 市 役 所)54

中 (札 幌 鉄 道 局)55

山 (横 浜 市 役 所)“

本 (福 井 市 役 所)V

野 (電 電 大 阪)“

中 (目 i府 市 役 所)"

井 (国 際 電 電)∞

田 (住友化学新居浜)61

野 (高 岡 市 役 所)62

木 (ト ヨタ自動車)63

井 (サ ンケン電気)64

団 (三 菱電工長崎)65

辺 (秋 田 県 庁)“

谷 (電 電 東 京)“

垣

野
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6 署埼

7  111

8 高

9  111

10遠

11 清

12  口|

13  榎

14 」ヽ

15青

16藤

17   菅

18長 谷

19 後

" |II
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68 岡

69  中

70  石

71  ラヽ

72  多

73  大

74  。F

75 浅

76 日

77 鈴

78  ′|ヽ

79  1ヽ商

80、 1

81  」ヒ

82斉

83 1■

84佐

85中

ま,田

87小

88井

89鈴

∞ 小

91 」ヽ

92 福

93  り||

%吉

95 橋

¨ 落

"佐
% 梶

"福
100 1」

101回

般 男 子 (単)そ の 2

う
`,

(ト コタ自動車)102

(甲 府 市 役 所)1“

(西 日本相互銀行)1∝

(札 幌 鉄 道 局)105

(電 電 大 阪)1∞

(岡 山 1,役 所)107

(日 立製作所水戸)108

(口 1 形 銀 行)1∞

(国 際 電 電)110

(十条製紙伏木)111

(日 田 |,役 所)112

(河 崎 ラヶ ット)113

(釧 路 市 役 所)114

(日 立製作所戸塚)115

(国 産 火災海上)116

(松 下 電 子 )●7

(電 電 東 京)118

(日 本 鋼 管)119

(高 松琴平電鉄)12()

(丸 紅 飯 田)121

(北 辰 電 機)12

(日 研 化 学)1お

(電 電 大 阪)124

(福 井 市 役 所)1あ

(名 古 屋 鉄 道)1%

(地 崎 商 事)lη

(日 立造船 因島)128

(大 和 富 山 店)1"

(国 際 電 電)1∞

(高 松 市 役 所)131

(木 更津労基署)132

(河 合 楽 器)133

(三 菱電機伊丹)1鈍

(ト ヨ″自動車)135

崎 (甲 府 市 役 所)

野 (三 井 造 船)

持 (陸上自衛隊仙台)

谷 (電 電 大 阪)

賀 (ト ヨタ自動車)

石 (札 幌 鉄 道「,〕 )

野 (三 菱重工長崎)

野 (三 ツ 葉 電 機)

野 (電 電 東 京)

木 (電 電 東 京)

森 (豊 田 正 機)

葉 (秋 田 県 庁)

崎 (敦 賀 市 役 所)

見 (大 日本 インキ)

藤 (釧 路 市 役 所)

木 (松 下 電 子)

藤 (西日本相互銀行)

川 (電 電 大 阪)

中 (高 松 市 役 所)

林 (ト ヨタ自動車)

上 (日 研 化 学)

木 (三 菱重工横浜)

関 (山 形 銀 行)

泉 (神 戸製鋼尼崎)

島 (札 幌 鉄 道 局)

上 (不  二  越)

田 (北 辰 電 機)

本 (釧 路 市 役 所)

合 (松 下 電 子)

伯 (丸 善石油松山)

谷 (福 井 銀 行)

井 (三 菱重工京都)

中 (西 日本相互銀行)

上 (電 電 東 京)

40
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` ()

2 ′」ヽ 沢・吉 田 (石川′。播磨重■)

3  森 ・細 田 (二 菱重工横浜) 25

1横 山・高 橋 (帝 石 秋 田)

4立 花・坂 本 (日 田 市 役 所)

15 杉 田 。内 田 (日 本コロムビア)

般 女 手  (複 )

,3 35

2`)

横 井・渡 辺 (高 松琴平電鉄)21

|フ

小 林・和 田 (日 本コロムビア)22

2()

― 小 川・速 山 (人 丸 東 京 店)2
18

上野(京 )・ 和国 (ト ヨタ自動車)あ

イ」 木・叶 内 (電 電 東 京)あ
|り

山 田・蔵 町 (十 条製紙伏木)″

,r)

小 野・池 田 (三 菱重工横浜)28

10

5松 木 。今 日 (電 電 大 阪)

6 山 本・細 川|(高 松琴平電鉄)

12北 条・綾 井 (百 1-四 銀 行)

13塩 山・占 田 (大 丸 東 京 店)

14 岩 田・岩 田 (三 菱電機伊′1)

||

8 宅  声L・ I_: 橋  (ロ  リ1 化  `r)

9 浜 田・石 りIl(丸 糸工 飯 日)

10大 塚・武 111(卜 」夕自動車)

11 佐々木・児 玉 (東 邦 レ ー ス)

,

`)

17 金 藤・鈴木(恵 )(電 ・電 東1 京)

18佐々木・丹 野 (山 形 銀 行 ) 28

19渡 辺・石 黒 (豊 |■ 工 機)

金 田・安 村 (電 電 大 阪)a
2()

中 川|・ 加賀谷 (東 邦 レ ー ス)lЮ

粂 田・上野(明 )(ト ヨタ自動 車)31

21
島 ・中 村 (二 菱電機伊′`1)32

,| 横 関・杉 谷 (三 井 造 船)“

富 竹・堀 川 (電 電 大 阪)“
,,

功 刀・望 月 (国 際 電 気)“

_E 水・松 崎 (西 1日本相互銀行)∞

2'

滝 沢・渡 辺 (山 形 銀 行)"

う2 中・池 出 (大 和 富 山 店)38

8

武・清 水 (高 松琴平電鉄)鉤

12

13

,共

ll券

37
40

'4

うF)

う

27

14

16河 村・米 田 (高 岡 市 役 所)

15

田

　

　

富

可
―

コ
３
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

20 ′
' 
井・松 lι (三 菱重 |:京 都)

4

16

23

21

近 藤・才 脇 (丸 紅 飯 田)40

7湯 浅・吉 井 (松 下 電 子)一

松 田・上 塚 (敦 賀 市 役 所)"



1 横   井 (高 松琴平電鉄)

|」 (大 和 li lll店 )

村 (三 菱電機伊丹)

`1 水 (西日本相互銀行)

川 (人 丸 東 京 店)

月 (国 際 電 気)

竹 (電 電 大 阪)

花 (日 田 市 役 所)

9 出 (ト ヨタ自動車)

10水   井 (三 菱重工京都)

1111:  際 (名 古 屋 鉄 道)

12金   村 (山 形 銀 行 )

13宮   武 (高 松琴平電鉄)

14今  回 (電 電 大 阪)

15加 賀 谷 (東 邦 レ ー ス)

16松   田 (教 賀 市 役 所)

17 ,己    漁k (|| り1 化 ・学)

18  森| (三 菱電]1横浜)

一 般 女 子 (単)そ の 1

10 18

4

42
46

有  木 (電 電 東 京)a

辺 (豊 回 工 機)21

村 (電 電 大
'、

)22

fr (tl1;:1e L c7)

木 (高 松琴平電鉄)24

はl(三 菱重工 |,t浜 )あ

崎 (西 11木相互銀行)26

川 (九 紅 飯 田)″

川 (東 邦 レ ー ス)28

米   田 (高 岡 市 役 所)a

岩 田 (京)(三 菱電 機伊丹)∞

湯   浅 (松  下 電 子)31

山 (大 丸 東 京 店)32

田 (ト ヨタ自動車)“

堀  川|(電 電 大 阪)35

内 (日 立製作所戸塚)36

渡

女

内

山

池

松

石

中

池

中

玉

小

望

宮

立

和

||

12

13

14

|う

16

43

44

45

58

う9

66

r)0

61

47

48

49

19

2(,

21

,,

2;

24

↑

や

,

3

7()

遠

　

　

武

鈴 木 (恵 )(電 電 東 京)34

,

山

　

　

　

高
「
7¬
| |

- 24 -

19才  脇 (丸 紅 飯 田)

1 7
25

橋 (帝 石 秋 田)37

,



一 般 女 子 (単)そ の 2

38粂   田 (ト ヨタ自動車) 功  刀 (国 際 電 気)56

出  中 (大 和 宮 山 店)57

` 26

27

28

29

う(,

31

32

34

39

“

41

42

43

44

45

“

47

48

“

∞

51

52

53

坂  本 (日 田 市 役 所)

fu E (11+:'1 tt !^ x 7)

児  玉 (東 邦 レ ー ス)

`||‐

   内 (電  ')し  東 京)

6

島   (三 菱電 機 伊′`1) 50

8

62

6,

64

65

54

),

56

57

35

36

37

38

39

40

古

大

大

佐

山

賀 (西 日本相互銀行)58

八 木 (_■ 菱重ユ:京 都)59

塚 (ト ヨク自動車)∞

々 木 (東 邦 レ ー ス)61

上   :塚 (敦 賀 市 役 所)

佐   藤 (サ ンケン電気)

細   川1(高 松琴平電鉄)

河   村 (高 岡 市 役 所)

金  田 (電 電 大 阪)

51

う2

う3

71

井 (松 下 電 子)62

田 (十 条製紙 伏木)63

上 野 (明 )(ト ヨタ自動車)“

杉   田 (日本コロムビア)“

11  橋 (II研 化 学)66

佐 々 木 (山 形 銀 行) ′]  野 (山 形 銀 行)67

松   本 (電 iじ 大 阪)68

清   水 (高 松琴平電鉄)69

岩 田 (洋)(三菱電機伊丹)70

松   尾 (三菱重工 京 都)

渡   辺 (高 松琴平電鉄)

石  黒 (豊 田 工 機)

宮   1■ (西 日本相互銀行) 浜  田 (丸 紅 飯 田)71

“

上 野 (京 )(ト コタ自動車) りt 小 西 I11(福  井 銀 行)72

55近  藤 (丸 紅 飯 田)

7

33

- 25 -

41

9

横   I11(帝 7i 秋 田)73「
7ヨ
|   ||  |



2谷 本・松 岡 (高 松 市 役 所)

3徹 田・松 橋 (秋 田 県 庁)

ィ人 口日本電 線ヽ
ヽ兵     庫 ノ

4 武 口・松 本 (本 州 製 紙掟川)

5 苫 (住 友化学 菊本)

30才 以 上 (複 )

12 16

1  111 田・ 占 ユ|

6河 村・宮 田 (占 河 電 工)

7  ,11  11 ・111  チ| (,|」 1む 1' ヶ ッ ト)

8 荒  川|・ 谷  沢 (ト コタ |1動 車 )

福 リト・津 ・

       11

原 ・勇 川 (小 松 製 作 所)15

武 村・溝 淵 (国 際 電 電)16

大 平・電 崎 (三 菱電 機神戸)17

2() 22

r)

フ

全'、

島・三

,

,

・               .             I   :●

l:l

‖iF戸・同 木 (岡 山 li」 役 1折)20

12 木 付・喜 多 /大 日日本電線ヽ
和ヽ 歌 lコ ノ

24 2う

2ア

三千,t

|う

14

,た

|1券

lフ

18

藤 田・渡 辺 /人「1日 本電 線ヽ 21
｀兵     ,liノ

釣 谷・ 堺  (十 条夕:紙 伏本)22

橋 本・ 岡  (本 州製紙淀川)23

.              11

馬 塚・曜 張 (古 河 電 工)25

竹 内・時 |」 (国立舞鶴病院)26

9 佐々木・浅 井 (国 鉄後藤 ]:場)

11池 田・小 川 (電 電 大 阪)

4

,

10

10野 下・鈴 束 (古 河 電 工)
21 2_}

|

「

~■~¬

1 26 1

1 1
13遠 藤・佐 治 (日 本 鋼 管)

|;

・ 26 -

19

池 内・浜 |ド (丸 諄イi油 松山)27
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「
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ARLTON
、 ′

饉 JlE―J―端
グリップに特殊設計のベアリング(PAT.P.)
を取付けました。

l

」ヒ

1冗 1000円
インターナショナル (試合用 )

半打入ケース使用、 一箱12打入
小売価格 1ケ  ¥180

′ヾ、ニーローフ°で'スタミナ
つけて

t,lv> >+f rrz" t*,drit
つ けて

」  、ヽ

τ■う言穴金にム
勝フ可先ャフた。

イイジキナーイ

■■7■トンK

ーV

711lι

本 社 人販市南区長堀構筋 1の 32
(サ ンプラスチックスビル内)TEL(262)024!

東京薔,台 東区台束 3-2-2
TEL(332):625
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百
【

壷
↑ にこたえるG【

「
マーク′′

完 全製 品″  創 業 50年 スポー ツ ネ ッ ト
ー 途 の道 をた ど り国 内 の競 技 は もちろ

ん世 界 の ネ ッ トと して ⊂ 7マ ー クは活
躍 を続 け、 その 占有率 は70%を こ え各
スポー ツ クラブ、学 校 等 あ らゆ るネ ッ

トプ レー の 中核 と して常 に お役 に立 っ

て お ります。 東 京 オ ツン ピ ッ タ大会 全

種 日使 用 の実 績 を買 われ次 期 メ キ ン コ

大 会 に も指 され る光栄 に接 し、 たゆ ま
ぬ研 究 を j[ね て ヽヽ ます。
完 全製 品 ′1つの 條件 、規 格 が正 し く、
張 り放 し出来 、

'4鶏

らな い、 強 く経 ヽヽ、

低 価格 、を 目標 に皆 様 と共 に違 進 します

日本バ レーポール協会公認 )

0

″

粛 ″ 」ト

株 式 会 社

=イ
ア イ

本  |1 大阪市|114来 平野
'113・
,36(762,代 1525

東りil支 |1 東京都り1:|!||(LI喬 1の 1(623)代 7155

ヽ

祝

第 16回全日本実業団パ ドミン トン選手権大会

ド ミ ン ト ン 用 品 専 門 店

●

-
八 ス ポ

バ

口■■■■

大阪市城東区鴫野東2丁目45番地
TEL大 阪 (961)1255
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ち

"

」
一響′
‐
Ｐ

■■口■ ツ 套瑾



30才 以 上

17

(国 際 電 電)

(住 友化 学 菊本)

(国 立舞鶴 病院)

(富 士 鉄 広 畑)

(本 州製紙 淀川)

(岡 山 市 役 所)

(大 日日本電線)

(国 際 電 気)

(高 松 市 役 所)

(古 河 電 工)

(サ ンケン電 気)

(ト ヨク自動車)

(丸 菱 商 事)

(日 田 市 役 所)

(古 れ」 電 工)

(小 松 製 作 所)

(ト ヨタ自動車)

(河 崎 ラケット)

(国 鉄後藤工場)

(高 松 市 役 所)

(大 日日本電線)

(日 立造船因島)

(十 条製紙伏木)

藤 (日 本 鋼 管)25

村 (大 阪南区役所)あ

川 (小 松 製 作 所)″

東 (古 河 電 工)28

藤 (高 松 市 役 所)29

川 (ト ヨタ自動車)∞

田 (大 国日本電線)31

井 (国 鉄後藤工場)32

島 (住 友化学 菊本)“

木 (国 際 電 気)34

藤 (本 州製紙淀川)35

1i l(札 幌 鉄 道 局)“

村 (国 際 電 電)37

内 (国 立舞鶴病院)“

井 (住友化学新居浜)詢

辺 (大 日日本電線)“

本 (岡 山 市 役 所)41

井 (河 崎 ラケッ ト)42

橋 (秋 田 県 庁)“

村 (倉 庫 精 練)“

崎 (三 菱電機神戸)45

田 (松 下 電 子)46

永 (国 鉄後藤工場)″

中 (丸 善石油松山)43

(単

ι

溝
　
　
一二
　

時

　

平
　
　
一二

淵H

苫

岡

方

木

子 戸

田

脇

岡

田

口1

賀

田

山

下

原

沢

崎

 々 木

村

田

道

堺

,
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(′

′

,3

,1

〕7
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,9

25

2で,

27

28

2'

10

り

||

12

|)

違

中

勇

鈴

逮

荒

I11

浅

矢

鈴

後

6神

7 吉

8森

9松

10富

11 富

12 多

13 前

14梅

15津

16野

17

18谷

19河

"佐

21 辻

2藤

23大

2

|り

2(,

‐
||

42

4)

41

.〕 |
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武

竹
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1 =沢・坂本 (北 九 州ヽ 市 役 所)

2浦 中・ 岡 (三 菱 電 機 伊 丹)

3 川上・鳥げ1(人 ~111木 fじ線和歌山)

4 谷本・杉II`(高 松 il' 役 所 )

沢 (北 九 ′‖市衡 i『)~・

イr 口 (久 代 呉 サIR店 )

3 田   鍬 (国 鉄 後藤 工場)

4馬  塚 (古 河 電 工)

5谷   本 (高 松 市 役 所)

6 深   津 (ト ヨク自動車)

7 井   場 (古 ,可 電 工)

8 ′」ヽ   促 (同 口I II'役 所)

9 安   藤|(住 友化学 菊本)

40才 以 上 (複 )

`共
|1券

/
10
8

4
6

40才 以 上 (単 )

‐
|

|ヽ

12 14

) (,

久代・谷日 (久 代 りヽ 服 店)7

|〔
li n・ 馬塚 (古  i‖, 電  ]:)8

山城・深津 (1、 ョ タ |1 動 車)9

Ⅵ オ)10

井   原 (国
"■
'藤

~■

場)10

池   内 (丸 I il油 松山)11

||1   城 (ト ニ ^自 動車)12

1.,

社  (岡 山 市 役 所)14

|   .    ‐    .         ` 15

作   原 (神 ′=l 地 裁)16

協 (国 際 電 気)17

代 (久 代 り111t店 )18

16

ll券

19
1 7
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|) |'
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森
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混
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1 粂 田・板 1亘 (卜 」夕 |コ 動'F)

2 ′」ヽ西ド1・ 撻 イト (福 井 銀 行)

3 望 月・小富根 (国 際 電 気)

4富 竹・森 本 (電 電 大 阪)

5 上 野・安 沢 (卜 」夕自動車)

井・秋 山 (三 菱重工 京都)

崎・匡1 中 (西■木相互銀僣)・

・ I

,′」・鈴 木 (電 電 東 京)

玉 水・三 宅 (西 11木札1互銀行)17

和 Ll・ 北 回 (ト ヨタ自動車)18
17

18

2う

2`)

27

2ト

21

,,

|(,

14

(,

|う

り原|  ・  ツ|   (i可 1奇 ラ ク
‐ッ 1ヽ ) 19

|

′

`,

′

金 田・小 川 (電 電 大 阪)"

金 藤・井 門 (電 電 東 京)21

永
　
　
　
松
　
　
　
叶

決
4券

||

12

|ヽ

功 刀・佐 伯 (国 際 電 気)

大 塚・It件川|(ト ー|ク「1動 中)

今 日・田 中 (電 電 大 阪)

山 際・伊 村 (名 古 屋 鉄 道)

鈴 木・喜多川|(電 電 東 京)

武 回・杉 政 (ト コタ自動車)

2

23

2

お

お

27

28

2′ , ,1)
:ゝ

9 」1野・小 宮 (ト ヨタ自動車)

IⅢ   .   ・  .

11 1■  田・大 野 (十 条製紙 伏木)

12堀 川・木 谷 (電 電 大 阪)

|り

2()

2,

13

14

15

16

松 本・橋 本 (電 電 大 阪)

杉 本・小 松 (岡 山 市 役 所)

渡 辺 。宮 川 (豊 ロ エ 機)

21

安 村・池 田 (電 電 大 阪)29

.l

松 田・寺 崎 (敦 賀 市 役 所)31

「

面¬
|   |
|   |

鈴 木 。日 11(電 電 東 京)

8

-31 -

16

イj木・星 野 (電 電 東 京)32



巨
人
軍

長
島
選
手

新
発
売

5種 ビタ ミン を加 えた強 力 型
新 型 活 性 ビ タ ミン剤

巴■り竃ンコ::‐JL「
激 しい 疲 れ・肩 こ り・神 経 痛

足 腰 の痛 み・疲れ 目(調 )・便 秘 に
お求めはこの看板

のお店でどうで 1

イ

`純 良医薬 19

■■■■

疲労・神経痛
治療効果を高めた活性ダブルBl構造

●体内吸収がよく早く強く働きます●しかも効果か

長時間、持続します●いやな臭いかまったくありません

独自の 1活性 タフルBl構造 がもつ数々の優秀性が高く
評価され .′ イヽーヘス トンは .ン ェーリンク社“

.を はじめ

33′′l」へ進出 .′

活 性 ビ タ ミ ン 複 合 剤          ^

,b子べ|■卜y
肩こり・疲労・五十肩

神経痛・筋肉痛・腰痛

糖尿病・疲れ日・便秘など

5「電
25 mg
5()mg

（
■
に
研
究
し
前
進
十
る
日
辺
製
薬
〉

25rng 252::  暉ロコ

酬国轟
,ぼ冗トツb

口 辺 製 薬 株 式 会 社

く■ ,べ｀〉

25

裂 這 発 売 元

(:〕

夕 ,ベ ③
こ局・■店だ
|)ではえして
′,り ま l ⌒渤

遊

躍鞭躍

―‐亀
´ 轟胡 」

勁 桑 的 な霰 用 量 は、医 師・薬 局・薬店 で ご相 餃 くだ させ` 5ミ リ錠・25ミ リ錠・50ミリ錠

.ヽ
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埼  玉 サッポ●ビール (株) _
川口工場

33

監 督 名県  名

北海道

秋 田

選 手 名 簿 (男子)

事 業 所 名

釧  路  ili 役  所

札 幌 鉄 道 管 理 局

札 幌 地 崎 商 」
'(株
)

河 合 楽 器 (株)苫小牧

名

岩城正良

滝山政徳

藤井達也

大石興徳  伊藤善夫

青山繁樹

手

秋  田  県  庁

橋本 文雄

青111 繁樹

植口  昇

橋本文雄

西田昭紘

平沢啓裕

田中昭夫

岩崎昭郎

柳谷 充

斉藤英樹

植田直治

渋井 明

福島智徳

中村富光

村上和己

松橋 裕

植田 昇

川辺正勝  稲葉願二郎 根津谷礼蔵
士田 昭

官 城 陸上自衛隊仙台駐屯部隊 千葉 信次

口1 '多 (株)山  形 銀  行 茂イ、 工蔵

茨 城 日 立 製 作 所水 戸 工 場 最上 良治

新 潟 (株)棒 製 作 所 捧  千松

日 産 火 災 海 上

「
 .■ キッコー マン醤 油 (株) 遠藤 正春

大 日 本 イ ン キ

木 更 津 労 基 署

千葉信次  千葉正喜  鈴木 務  後藤忠宏

石持亘一

井上明彦  小関正洋  吉住 昭  渡部兼雄

山口泰雄

早り|1 博

石坂文男

福田喜代志 菅野正勝  西潟秀男

越智重夫  宇和 慧

捧 孝大  小日山喜雄 捧 正夫

捧  勇

瀬戸正広

小林繁男

永沢 勇  鈴木伸明  近藤久樹  島村孝一

中国佐俊

北見恵一

周東和之

`祥

 ■: 富士重工業(株 )群馬製作所 久世隆一郎

(株)三 ッ葉電機製作所

菅原  誠

久世隆一郎 大谷浩男  渡辺晃一  山形 武

佐藤喜則  畑  勲

浅野佳夫

菅原 誠  佐藤功司  荻原政明  野口祐典

向後正明



選 手 名 簿 (男子)

県  名 1'業 所 名 監 督 名 選
「

井上泰年  佐藤忠男

小野玲穂

名

埼 玉 日 研 イヒ '7 (株 )

サ ン ケ ン 電 気 (株 )

初夫 内藤 昭

山口喜雄

今井清兼

占日  ,」

東 東  京  都   庁

電 電 東 京 忠 男

斉藤  1:市 斉藤信行

高橋秀男

星野忠男

森谷喜久男

菅 僣和

鈴木義男

田口長生

北協重康

山本洋彦

・」橋故晴

丸田圭二

河崎一幸

堀田邦彦

水留寿孝

平塚 順

森脇等夫

諸江秀一

折井富雄

小原重信

井門鎮雄

本橋平八

喜多川広

坂内勝男

味蓼志郎

吉田 進

島田信一

根井正康

三上 勇

徳保 勝

原  功

鈴木 潔

滝山

佐藤和大

鈴木 藩

鈴木幸春

日野泰三

鈴木  勇

田上十六

横倉良樹

沖 電 気 工 業 (株)

(株)北 辰電 機製 作所 北脇 重康

岩 崎 通 信 機 (株 )

河崎 ラケットエ業 (株) 福井 正康

石 川 島 播磨重工業 (株 )

実珈1旧

丸 出

平塚

佐藤蓼次郎 堀田 実

植田耕司

黒崎二男

中瀬一義

中山は明

|ヽ  ,卜 .1

堺 栄一  小林敏男

村田俊夫  菅村好基

田村正己

小宮根増  佐 f白正大

伊田慎一  石川二郎

佐治 豊

山下高志  伊藤武彦

倉田豊二郎 今関俊邦

霧生嘉知  鈴木雅勝

間島一良

国  際  .竃 気 (株 )

作  所諸  江  製

神奈 日 本 鋼 管 (株 )

東京芝浦電気 (詰
美研究所

三菱重工業 (株)横浜造船所

日 立 製 作 所 戸 塚

佐治  豊

桜井 光雄

遠藤啓治

磯貝泰史

桜井光雄

轟 勝彦

鈴木勝之

富田撻一

松本則夫

青木 昇

広中忠男

三国良彦

間辺安夫

岸 賢司

吉田邦男

甘粕完治

報
　
乾

金 i

田中

31
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選 手 名 簿 (男子)

県  名 事 業 所 名 監 督 名

神奈川 横 浜 市 役 所 上方  充

選

船山誠義

福士博美

手 名

高橋正宏  福田耕三  内田久也

llr ,l1 F, 府  市  役  ,'7 古谷 利大 依田勝充  遠藤真男

田中 登

占谷利人

新津 勝

|14崎 に,1

'H rlr 十 条製 紙 (株)伏木]1場 村尾 和夫 釣谷友一  堺 三徳  大野幸雄  江守 清

山田昭夫

川上洋一  永原目雄

盛野博之

村沢吉雄

“

||:信弘

(株)不   二  越

|::  岡  il' (′2 所

店大 和 富 山

石 川

福 り1:

(株)小松製作 ,「粟津工場

倉  Л【  精   練

原  明弘 原 明弘

北野元男

中田古昭

勇川 隼  玉井 明

杉本勝昭

田村祥弥

福 井 銀 行

敦  賀  市  役 野崎 降大

ノ、111T`111:

松下允己  美奈見清隆

梶谷将人

増永秀則  阪井範行

比田庄衛  寺崎由雄  坪内茂雄

小鍛洋ヽイ麟イ) 宮崎康恵

指岡謙治

津円紀昭

山本敏彦

|‖木 聡

高木敏
"]

松井新二

福  井  市  `′之 所

所

幸夫小野IЛ

愛 知 名 古 屋 市 役 所

lヽ ヨ″自動車工業 (株 )

名 古 屋 鉄 道 (株 )

西川幸男  深井忠男

伊藤鉱一  皆川英雄

渡辺順三

長谷川敏彦 安沢武司

多賀靖之  鈴木紀元

谷沢経次  11城智徳

沢 恒忠

伊藤昭司

武田正雄

_L野 悌司

深津  豊

伊藤 勝也

上原 信彦

渡辺泰竹

成田寿大

小宮好雄

杉政和男

多賀純一

深津 豊

高橋勝己

後藤 守

加藤和男

水野輝彦

板垣善憲

小林一広

知 1同郎

北 |■寛一

伊村 隆

伊藤勝也

(株)豊 田自動織機製作所

-35-

小山 勇



選 手 名 簿 (男子)

´
．Ｐ

県 名 1事 業 所 名 監 督 名 手 名

豊  田 エ愛 機 (株 ) 1■
『
1 1‐11博 柘植智博  富川 清

佐伯外興昭 平岩文雄

小野勝洋

小森徹郎  藤岡節男

市川幸二

十条製紙 (株 )名 古屋営 ltl,i

京 都

都 機 械  (株)京

　
　
島 津  製  作  所

目 立 舞 鶴 病 院

久 代 呉 服 店

大志万敬寧

八木 清行

野村 嘉明

秋山真一  石原 敦  大西秀信

豊田耕造  高宮梵之助 石津正明

山崎実男  高木金次  田中 昭

和田正高  田中 優  安川和正

君林 登  永谷祥三

竹内 進  時岡俊幸

久代貫二郎 谷口房治

‖li丼を1■

亀井義幸

加藤英昭

東 l11燃 料 工 業 (株 )

丸汁イi`lh(株)「津製れll l「

大 日 日 本 電 線 (株 )

神 戸 製 鋼 尼 崎 工 場

大 日 日 本 電 線 (株)

三 菱電 機 伊 丹 製 作 所

鉄

兵 神 戸 工 業 1畑野 正道

‖1広士

三 菱 電 機 神 戸

神 戸 地 方 裁 判 所
|

-36-

l'.il

利 之

ヽ́

永広

,可 1寸

水谷哲雄

山崎光彦

尾崎成雄

北野嘉克

木村隆清

笹谷 猛

田中 務

西尾元佑

宮本敬三

喜多勝彦

宮岡 昭  東![I 勲

橋本延行  今井勝昭

南村嘉男

川上晴夫  島田公雄

昇

斉藤 イ言幸

荻野 一夫

畑野正道

竜円栄治

浜野 孝

清水 力

中村邦宏

藤田 昇

立花宏昭

藤架邦彦

平方 進

尾崎椎11

作原好ニ

水川I彦

小泉淳一

栗原征夫

吉田 昇

佐野嘉彦

原野吾郎

近藤利一

日中 至

大黒利明

山田達也

鈴木康祐

森田俊治

並木良大

岡 久雄

豚座一利

渡辺浩一

原口 1オ

浜日博信

古高郁夫

浦|11朝 ―



′
´

選 手 名 簿 (男 了)

県  名 11業 所 名
1監
督 名 手 名

兵 車 古 河 電 工 井場政夫

鈴東静美

馬塚邦彦

池田 治

富出 進

河村禎夫

野下日出春

尾張孝雄

岡 |‖ 岡  11: 市  役  所

三 井 造 船

丸 菱 商 事

小松 貴  藤井英雄

神子戸輝幸 馬場睦純

若松康弘  金田 孝

中野芳和

前田俊一

」亡江

大村恭三

岡本武利

神疋和利

小梶繁雄

社 竹三

上野輝治

鳥 国 鉄 後

日 立造 船 (株)因島工場

藤  工 場 浅井 譲  松永恭昌  井原平八郎 田鍬敏次

佐々木義政

広 島 高橋  勇 大道秀夫

小川賢二

岡崎修身

室井勝夫

新庄啓三  村上祥三

後藤庄平

人 |||,|||||

日 E)r)v,

高 松 市 役 所

北 九 州 市 役 所

修身 日原敏雄

官岡康臣

遠藤 孝

杉山「̀雄

川岡 智

林 厚志

河野耕司

I■原英大

香 川 杉山 富雄 辻村栄一

谷木庄一

牟礼 顕

松岡利行  日中真一

松本|,'大  自イi卓夫  佐伯友Iに

池内裁夫  ■松典正

津古哲郎  矢野 晃

佐々木孝  宮坂博文

前|■ 斉

三苫孝一  矢島行雄  片山逸志

石回要―郎 安藤八郎

佐藤国晴  秋111晴一

高 松琴平電気鉄,■ (株 )

丸善石消l(株 )松山製油所
・
誠浜中

人口

住友化学工業 (株 )
菊木製造,lr

(株)西 日本 相 五銀 行

愛 嬢

大 分

長 崎

浜中 誠
4ヽF′ナ

`171

福 j「久男

須山盾夫

越智勤也

中村昌弘

日  田  FI' 役  所 1梶原 敬伍

三 菱 電 機 長崎 製作 所

西本  勝

古木  実 田中茂行

元重邦博

三沢英二

i'f多昭大

平野勝 tl」

三宅孝明

坂本 良
|

|

|

田中大也  春武俊一  宮原秀三  梅山剛太郎

江原 澄

江口忠道

山崎敏則  山市散造  栄 信重

中岡 洋

前田国臣

山口征一郎 古田 豊

11‖_1敏弘  西木 勝

- 37 -



選 手 名 簿 (男子)

県 名 1 事  業

大 阪 1丸 紅 飯
デ イ キ

1 国 際 電 信 電 話 (株) 1松浪鋭四郎

松 下
.iC子 :Ii業  (株) 1大滝 武和

|

市 t  大   阪 木  矛

所  名

田  (株 )

工 業 (株 )

監 督 名

1村田  哲

1吉′|1健太RI

福田元彦

松岡 田1

選

北村修一

洒井 武

倉田弘道

武村俊平

溝淵宏二

畑部輝秀

落合 忍

高野五十チ

品川勝男

池田芳麻

||1原武雄

町田正人

後藤敏雄

武田貞信

中村 勝

名

小谷祐司

高橋正義

lII本正彦

森 晃一

中川安正

橋本 修

森木 務

岡本文夫

保田康充

橋本正治

永井 IF男

岡  徹

よキ

~プ
清

P> r?>A

おしゃれの決定版 /

今日もあなたと共に

冒 :“

″

口■

ロJ

:菫 :|:|り
lJ

._…
…

  = 1::
|:ヽ

●●   1■ ■

デイ

瞥 三菱ヘアドライヤー
●側で使っていても音が聞えない。
(我国初のラインフローフアン)

●持って見てわかる持ち易さ、軽さ

o HD-600千多 ¥3,350- =菱
電機

お買求めは信用ある
三菱電機ストアヘ

¨

手

広瀬勝彦

松本真一

森 満樹

松浪鋭四郎

山下善昭

村田一雄

榎 高祠

本谷正美

′JⅥ li[大

松浪新治

吉田 茂

矢田直宏

工藤鶴雄

田中啓文

日立造船 (11)大販地区 1藤本  I

木 州 興 紙 淀 川 工 場

南   |く   役   所

■
ヽ

　

一

_____dr
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り,ヽ  名 事 業 所 名

選 手 名 簿 (女子)

監 督 名 選 手 ‐名

秋  田 帝   |コ   石  油 状|I17i`F 高橋奉 F

||1 形 (株)山 形 銀 行 鈴木 シゲ 佐々木秀子 滝沢啓子

丹野千枝子

渡辺京子  金村 ミサ子

市i  汗: 171和 rtt r:|:業 (株 ) ■宅 啓達 小林幸 r  i島美苗  鈴木マサr 'il井千代

埼 玉

東 京

東  邦  レ ー ス

日 研 化 学 (株)

サ ン ケ ン 電 気 (株)

浅井 進一

石 川 島 播 磨重工業 (株 ) 平塚  順

(株)大 丸 東 京 店 飯野 泰央

佐々木フミ児玉キ ヨウ子 中川美枝子 加賀谷ユミ

尾熊 ミツ子  高橋美智子

佐藤恵子

~ヽ

足野 忠男

伊東 隆文

金子 幸男

小沢英子

川崎和江

石井綾子

吉田サ ト子

真部文子

鈴木 恵

功刀淑江

原 員」子

古田A」子  倉田美美代 秋山恵子

小川智子  遠山洋子  塩山貴子

有木とみ子 鈴木柳子  金藤貞子
1+内瑠美子

望月光技

電 電 東 京

国 際 電 気 (株 )

河崎 ラケツトエ 業 (株 )

神奈川 日本コロムビア (株)
川崎工場

二笙重」:業 (株)
横浜造船 |,i

日 立 製 作 所 戸 塚

小林歌子  杉田良子  大矢定子  内田挙子

和田淳子

小野順子  池田茂子  森美和子  細田弥生

岡村 行

山内貞子

山 高 岡 市 役 所

十条 製紙 (株)伏木工場

大  和  富  |‖  店

河村和子

山回路 r

田中俊 r

米田広子

蔵町賀津子

池田道代

福 井 銀 行 小西出妙子 二上成子  橋本道子

橋辺好技

小鍛治徳治格i ナ|:

- 39 -
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選 手 名 簿 (女子)

県  名

福 井 敦 賀 市 役 所

愛 知 トヨタ自動車 工 業 (株 )

(株)豊田自動織機製作所

名 古 屋 鉄 道 (株)

豊 田 工 機  (株 )

松田竜子 上塚和子

粂田順子  和田昌代

上野明美  上野京子

伊藤智子  武田恵子

山際トモ子 渡辺幸子

渡辺直子  石黒恵子

名

大塚弘子  武田初代

浅回すみ子 伊藤里子

丹羽さよ子 北瀬恵美子

監 督 名

北 1日 寛一

上原 信彦

井沢  宏

手

,」 ( 層
`

三菱重工業 (株)京都製作所 永井かおり :大 ′ヽ木いと枝 松尾志津

兵 1輩 三 菱 電 機 伊 丹 製 作 所 荻TF 一人

1司  111

岩 |」」洋 r  牧野芦子

中村百代

横閲朱実  杉谷京香

杉本光枝

岩‖京子  島 宏子

三 井 造 船

岡  1lI 市  役  ,'7

事 業 所 名

ξ り‖ (株)百 十 四 銀 行

高松琴平電 気鉄道 (株 )

煙草谷十

有馬 工作

福本和子

綾井美津子

横井文子

山本真江

英 光子  福丼和子  北条寿美子

渡辺百合子 宮武範子

細川泰子

′|マ水照、え

福 岡 西 |1本 相 互 銀行 古木  実 玉水典r  松崎栄子  古賀幸子  富IЦ H子

大 分

長 崎

日 田 市 役 所 立花淑子  坂本 トヨ子

増田光子

平山信子

三 菱 電 機 長崎 製 作 所 木村俊二郎 田部水恵  村田明美  高瀬富士代

大 阪 丸 紅 飯 旧 (株 )

松 下 電 子工 業 (株)

浜田晴美  近藤光枝  才脇妙子

森田敦子  入江真澄

湯浅千鶴子 吉井千代美 吉田富子

宮 美佐子

松本美代子 宮竹久恵子 今回昌枝

金田依子  安村弘子

村田  哲

矢旧 111宏

森木  務

石川陽子

植田良子

堀川えい子電 竜 大 阪

- 4o 一



過 去 の 栄 冠 (1)
勝 |"|   |      |

1年 1開
催地

|

1952

―ム名.監 選

ト ヨ タ
自 動 車 酒巻和男

(愛 知 )

ナ ル ト
ボーツ

上羽
小池
資本

手
秀 岩
市 蟹
暁 中

家 月

井
酒 ′.和 りJ
岡  淳一 秋元 幾男

束

1953
`よ

|

1961倉 敷 市

1%4松 llI

1965」ヒノL州 1

回数
|

名チーム名1監 督 名 選

正 筆谷 浩
十条製紙
伏木工場

粂大
友一

芳
善次7) 佐 野 賣

(富山) 正村慎一郎
一郎 清水

(富山)
方一
次郎
釣谷
粂
友

十条製紙
伏木工場

清水 正
)

|・条
清水 正

(富山)

|`
{lt木 清水 正

浩仁 工

石上  実
」 :

豊

啓 治

奈川 )

_1 1‐

力
自 動 車

井上 正春

19541長 崎 市第 3 LI
十条製紙
伏木工場1石上 実

清水
宮下
釣谷
荒木
友
亥久

1鈴木 秀雄 菊池 貫雄
加藤国男 1荒井 孝彦 三好 清一

1配井 隆大 宮岡 源二
神奈川)

崎亀
砥石
小野 光
鈴木 宮 (愛知 )

仲夫
昌久 t

,
自 動 車
|ヽ
 ヨ タ

′
ォ1間昭治

多賀純一

II ri [ェ

|:||!「 忠り」

男 1清水
1釣谷
1宮下

1清天
~

佐野
荒木
筆谷
扇沢

館見
万

正 佐
‐
|〕チ,`次 |(

友一

芳一

正

`釣
谷 友一
1品川1 貝」之
1官下 芳一|  ~~
1釣谷 友一
1扇沢 三徳
1品川 則之

亥久
浩

神奈川)
日

(富山)

1‐条製紙
伏木工場 清水 正

||」

沢

荒
佐

t′、́ ク.
佐野善次
清水 (神 川 )

折
大

品 ||| |||

一郎

道 )

品川

山出 昭

, i. -i

谷 友一

(富山)

製

(富 rlt)
清水 正

清水 正

1品川 則之
1荒木亥仄:'「
1扇沢 二徳
1江守  清
1佐野善次郎| ~~  ~
1荒木亥久男
1扇沢 三徳
1江守  清

~~  |

1荒木亥久男
清水 正

1霊辱 
三
籍

~‐ ~1尾
可
~;[男

品川1 則
人 サ

山田 昭

1高橋  章
次郎1員戸  肇
1喜多川1 広

川

章 貝戸  肇
浩 岩木 籠一
広 北島 克英

忠男

子

.:ll

(富 |11)

第12回 並本万
富田  豊
沢村  浩

井門 鎮
貝戸
喜多川

ト ヨ タ
自 動 車

(愛知)

議電東京

(東京)

浩

小林 克之

|■

賀 純一

19631

|

1962熊 本 市

|

|

三 条 市

|

1佐藤 忠史 ′」ヽ
1岩后 隆昭 勝
赤羽 茂治 多

(東だと| _ _

自動車
1多
賀純一

(愛知)

第13回

宮 」ヒ

II

第14回

第15回

ト ヨ タ|

自 動 車 |

(愛知)|

ト ョ タ|

自 動 車 |

(愛知)|

深津 豊 小富 好
,〕ヽ

杉政

紀元
和男

彦 鈴木 れ|
山越 ?・ II徳 男 小林

小宮
1長谷′
杉政
多賀

雄

(東京)

彗iビ東京
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(

`“
:

l l133   .  . 1 ・ 1

(高山)
月本鋼管
鶴見造船
所
(神奈川)

奈川 )
1

' |■

奈川)

男
雄
　
一雄
春
男

忠
鎮
　
．鎮
幸
久

一
　

喜

野
門
　
一門
木
谷

星
井
　
・井
鈴
森

一

力
春
　
一男
力
六
樹

幸
　
・忠
　
十
良

口
木
　
一野
田
■
倉

沢
鈴
　
一星
沢
田
横



年 ε‖〔)t地 11歓

高 1司

1957 高 松 6回

lil

巻

夕
車

＞

回

過 去 の 栄 冠 (2)

千―ム名 |

ヨ

コμ

ｌ

一日

ヨ
動

―

自 保回 久子 伊与田照
山内登美子 藤井 責

山

田 久子 伊
本 満子 吉 谷 喬代 荒川とみ

奥谷 喬代 荒川とみ

林ヽ 歌 r 荒川とみ

ヽ′」ヽ

■,2

(愛知 )

ト ヨ タ
田 久子 伊与口
田 雪 F 水野き

長 崎 3回 自 動

(愛■1)

仙

名古■ 郵 政 局
1族 綺

i
F ||

み

女
(

E4: E

藤 隆
林ヽ 歌子 荒川とみ
|1 良 r

1司

lij役 十 IЦ ttF 光本 政
(岡山)

1出下イ

幌 8碑 | .方

川崎  智 li 杜 F 横井キ く
岡貴美子

|1崎 節 F 光本 政子

7

(香川)

森岡経
|]1務

(香川)

l:`    ↑
`」

ヌエ 山下 久

敷´ヽ月
％

善通、」

名古屋市

本

,,9… 市 役

111

|.I  岡
市 役 所

(富山)

帝国石油
11回 l μl

(秋 田)

16  店

清水  正 |.I鳥 洋 ,1 111島

中山 高島 洋子 中島 玲

政子 111橋 奉
満子 長崎 文

井キスエ 山下 久子

政子 横山 満

島 洋r 中 .b 玲 i

文 lι 森
範 r 111ド

ｒ

Ｆ

久
由

子

島井 橘 美智 」=
I ii;l )

イi油
′

．
13コ 1 相場 清一
(秋 田)

1964
琴平

(香ナ|

」し九州1 13

―
+ヽF

(香川)

(愛知 )

ト ヨ タ
文 r 森
合 F 清水 自 動

H

山

島外茂F 横井 文
久 子 富武 範

下 由子 渡辺百合

ト ヨ タ 順
昌

田
田
粂
和

Ｆ

Ｆ

ｒ

信
枝
妙
三

妙
――

橘
和
武

i」 |||.

チ ー ム 名

||と み F

ヽ

`11

藤 隆

.lt

サIt

とみ子 大川 良
歌子

子 西堀富美子
子

人沢 節 ′ 花井 洋

節 子 小林 性
政 F

万ヽ

範

III

I-12F 3 E

日本 コロ

ム ビ ア

l4r,D

日本 コロ
ム ビ ア
神奈川

(宮城 )

ト ヨ タ
自 動 車

(愛知 )

fl,役

岡山)

山
役 所

(岡 山)

国石油

(秋田

政

澪 II)

|||

川

余||

ビ ア

ビ ア

11崎   智

IIJ I:

中III 邦夫

恭平

チ|

(吉 山)

岡
役 所

馬 正
111 満 F 長崎 文
橋 奉 F 伊藤美津

有馬 工作

,t

lll

1田島
馬 正作森

ｒ

ｒ

Ｆ

女
久
茂外 百

武
ド
辺

宮
山
渡
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(神奈川)

111

名

了

(

市

河

　

　

　

澪

探
　
　
　
探

(愛知)



′
ン

過 去 の 栄 冠 (3)

名  所 属

自 動 車 門

|

鎮羅1電
電東京

種 11 別

一般男 子 宮ヽ
lヽ  ヨ タ
自 動 車

一般女 F 文

一般男 F 宮ヽ 好 ト ヨ タ
自 動 車

1所 属 氏  名

ト ヨ タ
自 動 車

横フト 文 F
森  久 ′' 琴平電鉄

′、
「

小富 好雄
板■1 善憲

|・
 ヨ タ
自 動 車

横井 文子
森1 久 F 久 F

11小官 好
板

“

i 善
ト ヨ タ
自 動 車

氏 名

ト ヨ タ

帝石秋田

武 範子

子
r

夕
車
ヨ
動
卜
一Ｈ

恵 三
14  1964 付̈

15

一般女子 女

1965
ト ヨ タ
自 動 車

口   力 Hl府

一般女子 文 r

種  11 別 単

名

横井 文 F
森  久 r ||1 満 r 帝国石油

l:i

山 満 F
橋 本子 帝国石油

優

複

「
1 」|、:   ・1     11.|  ||,、

ネ

“氏 名 1所 |14

単

自 動

″

|ト
荒川「]郎

1・  ヨ ク
自 動 111

人
,リ

,勝

|..( 年 度
氏

3()イ りヽjF

“

代男」
4 相場 清 帝イi秋 |||

:,)に
 .| 日1 俊一

見 広治1新
荒川
谷沢 広瀬

イl`々 化学
1」    、́ 自 動 事

l・  ヨ
産潟大学

満 帝石秋口|

河  崎
ラケ ツト

日  産

964 英二
荒サ| ,,」

経

夕
卓
ヨ
動
卜
自

|11松市役所

15

401ヽり」「 英二
北 九
市 役
洲|
所

占河電工

越●I 勤

共

住友化学
菊  不 藤  /ヽ R「

Oi t化学

'与

  4(
谷本
iu上
lL
任

山田
吉出 ,I

大 11日
電

宏
義夫
誠

1965 ∞代男 F

40代男 r 英 二

|+
丸善石油
松  |||

北 九 州
市 役 所

―
坂

北 九 州
勤 也

′1ヽ

勤
′ヽ
也
パ|`lt 市 役 所

111 善

混
′、
Il 過 去 の 栄 冠

年度

と魔季1電 東々京
―

―

|一

一
|

順子11ヽ ヨ タ
善憲I Fi動 車

準  優  勝
氏 名  ,ザ i 属 里型望

朗
咀二氏
優
格」 ぜ

準  優 勝
氏 名 1所 属

1963 蔵本 文 r
小富 好雄

ト ヨ タ
自 動 車
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14 1964 林  信 F
小寓 好雄

1ヽ  ヨ タ
自 動 車

1965
ト ヨ タ
自 動 車 宮ヽ

-1枝 r
●:雄
ト ヨ タ
自 動 車

II

■1
準

単

優
氏 名 所  属



選手役員宿舎一覧表

県  名 |ド  :業  所  名 旅   館   名

形

潟

山

新

馬

葉

玉

群

千

埼

″
　
　
″
　
　

″̈

山 形 銀 行

棒 製 作 所

昭 和 硝 子 工 業

富士電工鮮馬製作所

キ ツコ ー マン答 油

サ ン ケ ン 電 気

サ ツポロビール川日工場

東 邦  レ ー ス
11 研  化  学
大 丸 東 京 店

沖 電 気 工 業

岩 崎 通 信 機

石川 島 播磨 重 工 業

三菱電工業横浜造船所

「I  本  鋼  管
横 浜 市 役 所

十 条 製紙 伏 木工 場

不   二   越
十条製紙名古屋営業所

トヨタ自動車 工 業

スポーツマンホテル

新      1首
スポーツマンホテル

新

美

新

新
な わ

新

美
　
　
新

「
川
　

″

宿

佐
　
　
宿

宿

佐

　

宿
　
　
宿
寮

東

神 奈 川

山
　
　
知

″
　
　
″
　
　
　
　
　
″
一　
　
　
　
　
″
　
　
″

富

　

愛

　

　

山

石

岡

　

山

香

所

所

支

‥

‘

役

，屋古

府

名
一
叩

所

船

プ

‘

造

リ

”
”　
　
　
ヾ

ｔ
，

口

　

　

陽

Ｍ

一二
山

丸 善 石 油 松 山

所

所

役

翻

市

崎

１

長

リ

エ

れ

重

，

菱

北

三

媛

岡

崎

愛

福

長

所

業

役

工

↓Ｈ
燃

■
Ｉ

ｌ

ｌ

コ

日

東

梨

川

lll

宿

佐

日

川

倉 庫 精 練

百 十 四 銀 行

高 松 琴 平 電 鉄

三菱電機長崎製作所

加

〃

″

″

″

″

″

〃

〃

″

　

加

″

分

山

庫

阪

歌

大

和

兵

大

畑

阪
　
　
員

広

大
　
　
役

鉄

電
　
　
部

±

１
　
　
１

富

電

　

本

所   在   11園 TEL

621‐ 0663

631‐0219

ヽ

Ｃ

Ｃ

″

②

″

〃

″

″

″

″

″

〃

③

③

②

″

阿倍野区松崎町1-1
阿倍野区I口町 1-10

阿{｀イ野区松崎町1-1

東住吉区大塚町

“阿倍野区松崎町1-1
東住吉区大塚町53

阿倍野区松崎町 1-1
阿倍野区旭町 1-10

阿倍野区松崎町 1-1
阿倍野区旭町 1-10

阿倍野区松崎町 1-1

621‐ (X烙3

718‐ 2431

621・ 0“β

718‐ 2431

621‐ 0063

“

1‐0219

″

621・ 0063

631‐ 0219

621・ 0163

″

②

⑤

〃　
〃
　
″　
″　
〃　
〃　
″　
″　
″

②

⑤

〃

②
　
　
②
④

| 621・ 0663
718‐ 0728

1
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秩 父 宮 妃 賜 杯

労 働 大 |二 杯

第16回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

(五 ―卜 音 順)

鐘 淵 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 通 信 建 設 株 式 会 社

近 畿 電 気 通 信 局

株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所

国 際 電 信 電 話 株 式 会 社

株 式 会 社 1鳴 商 店

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

住 友 電 気 ]i業 株 式 会 社

大 昌 通 信 建 設 株 式 会 社

大 日 日 本 電 線 株 式 会 社

タ ツ タ 電 線 株 式 会 社

津 田 電 線 株 式 会 社

東 亜 燃 料 工 業 株 式 会 社

古 河 電 気 ■1業 株 式 会 社

九 宇午 石 油 株 式 会 社

美 津 濃 株 式 会 社

三 菱 電 機 株 式 会 社
1
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M  E  M  O

日本バ ドミン トン協会公認

ナンパー・ワン・シヤトル・コツク

パ ドミントン・ラ ケ ツ ト

都筑 バ ドミン トン製作所

製 造・ 卸

名古屋市中区裏門前町 2の 7
TEL名 古屋 (241)9502



綜合ビタミン剤

ポポヨS
が あなたの健康をま七ります
毎日ポポンSを おつづけ下 さい。

ポポンSは安定 した品質 ,合理的な

処方 の綜合 ビタミン剤です。

シオノギは13年 間ポポンSを おすす

めし人々の健康 に奉仕 して来ました

そしてよりあなたの健康にお役に立つ

ポポンSをつ くるため、効果。安定性

経済性を十分に研究し、改良をつづ

けています。 明日のために今 日も忘

れずポポンSをおのみ下さい。

FI高 単位綜合 ビタミン・ ミネラル剤ボボンS
多学童に綜合ビタミン・ミネラル剤 小拉ポボンS

卜幼児(離乳期以降)に綜合ビタミン顆粒ポホンS

,赤ちゃんに…………… 綜合ビタミン液 ボボンS
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ゴーセン がつ くる完 ベ キの製品群
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Eコ 繊 株 式 会 社
社 大 阪 市 束 区 豊 後 町 4番 地
TEL(942)5816～ 8・ 3416～ 7
東京都台東区浅草橋 8-20-6
TEL(866)-8  4  3  5

r

大
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ゴーセンラケットハイ・マック フィアレス
フ レームか変形 することな くガッ

トが強 く張 れ、一層強力なる反揆

力を発揮 する

ゴーセンガット ハイシープ
いかなる条件 にも変化が なく強力

な反揆力 と変化球の冴 えを水鳥 シ

ャ トルに一段 と発揮 する

0.Go S.水 鳥 シヤ トルコ ック 検定球・試合球・練習球
R.S.Lと 比 し遜色のない飛 び

に加へ耐久力は抜群 あらゆる面を
リー ドする
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